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論点No.209、210、211、212、214

品質保証 －燃料有効長頂部位置データの不整合の概要及び対策－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第26回ワーキング
（2024.2.14）で議論

正しい数値を用いて評価しなおした結果、
安全性への影響はわずかであったこと、
再発防止策として、申請書などの作成に
あたって根拠となるデータを引用する際
のチェック体制を強化するなどの対策を
行うことを確認。

東海第二発電所では、過去に、国の審査
資料などに記載された原子炉内の燃料の
位置データが実際と異なっていたという
不備があったが、施設の安全に影響は
あったのか。また、どのような再発防止
策を講じているのか。

○燃料有効長頂部（TAF）位置データの不整合

TAF位置データの異なる２種類の図面のイメージ

○安全性への影響

• 東海第二発電所では、原子炉圧力容器の燃料有効長頂部（TAF）※の位置データ
について、数値が異なる２種類の図面が存在していた。

• このため、実際とは異なる数値を基に国の審査資料等を作成してしまうという
事案が発生

製作メーカ図面 設計メーカ図面（正）

○原因と再発防止策
燃料有効長頂部
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燃料有効長頂部
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燃料有効長
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燃料棒（イメージ）

燃料ペレットが
装填されている
部分

※TAF ( Top of Active Fuel )
原子炉内において燃料ペレットが
装填されている部分の上端

• 実際と異なるTAF位置データが記載されていた図面や、その図面を基に作
成していた図書（非常時運転手順書など）は、正しい数値に修正。

51mmの
不整合

• 誤った数値を基に作成した審査資料については、正しい数値を用いた再
評価や追加の点検を実施し、結果を反映。

• 原子炉水位計の校正に用いるTAF位置の数値に実際と異なる数値が使用さ
れており、原子炉内の燃料域の水位が実際よりも約5cm高めに計測され
ることとなっていたが、燃料域の計測幅5mに対し約1％にとどまるため、
影響程度はわずかであると評価。

• 圧力容器の図面は、製作メーカが当初作成した製造図面と、設計段階に
おける寸法変更が反映された設計メーカ図面の２種類が存在。事業者は、
後者の図面をより正確な図書（第１種図面）として管理。

• 実際とは異なる数値を基に審査資料等を作成したのは、この変更が反映
されていない製造図面に記載された数値を参照してしまったことが原因。

• 再発防止策として、業務計画等の根拠や妥当性などのチェック体制を強
化するとともに、資料作成の際は第１種図面を優先的に使用し、その他
から引用する場合は複数図書によるチェック、メーカへの再確認等を実
施することをルール化。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

